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令 和 ６ 年 度
当 初 予 算当 初 予 算

　 　 　　 　 　 決 ま る ！決 ま る ！

単位：千円単位：千円

１．議会費 67,111 ８．消防費 122,566

２．総務費 794,189 ９．教育費 585,742

３．民生費 512,787 10．災害復旧費 10

４．衛生費 255,721 11．公債費 479,122

５．農林水産費 567,883 12．諸支出金 1

６．商工費 66,981 13．予備費 5,000

７．土木費 548,936

歳 出 合 計　　　4,006,070 千円

前年度対比 19． 9％増前年度対比 19． 9％増40億607 万円

～　一般会計～　一般会計「 主な予算 」「 主な予算 」　～　～

教 育 費教 育 費

1 億９，２１１万円

総 務 費総 務 費

７，６５０万円

宇 検 村 陸 上 競 技 場

大 規 模 改 修 事 業

携帯電話等エリア整備事業

（ 赤土山 鉄塔 ・ 通信施設工事 ）

農 林 水 産 業 費農 林 水 産 業 費

1 億２，０００万円

土 木 費土 木 費

工 事 請 負 費

湯 湾 干 拓 浚 渫 工 事 （ 宇検船越線 ・ 屋鈍曽津高崎線 ）

工 事 請 負 費

1 億１，６００万円

陸 上 競 技 場 再 整 備 計 画陸 上 競 技 場 再 整 備 計 画
携帯電話等エリア整備事業携帯電話等エリア整備事業 始始動動
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・専決処分（令和 5年度宇検村一般会計補正予算）

　について

・宇検村一般会計

・宇検村国保事業特別会計

・宇検村国保施設事業特別会計

・宇検村農業集落排水事業特別会計

・宇検村介護保健事業特別会計

・宇検村後期高齢者医療事業特別会計

・工事請負契約（５災 第 39 号河川災害復旧工

　事（河内川））について

・工事請負契約（５災 第 136 号道路災害復旧工

　事（湯湾大棚線））について

・工事請負契約（５災 第 138 号道路災害復旧工

　事（奄美中央線））について

・工事請負契約（５災 第 139 号道路災害復旧工

　事（湯湾大棚線））について

　令和５年度補正予算

条　　　　例

　そ　の　他

可決された案件可決された案件

・宇検村移動通信用鉄塔施設整備事業分担金徴収条例の制定について

・宇検村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の制定について

・宇検村観光施設の使用料を定める条例の制定について

・宇検村簡易水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について

・宇検村簡易水道設置及び維持管理条例の一部を改正する条例について

・宇検村給水条例の一部を改正する条例について

・宇検村集落排水事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について

・宇検村集落排水事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

・宇検村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

　について

・宇検村合併処理浄化槽設置推進条例の一部を改正する条例について

・宇検村職員定数条例の一部を改正する条例について

・宇検村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について

・宇検村報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について

・宇検村手数料条例の一部を改正する条例について

・宇検村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

　について

・宇検村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

・宇検村介護保険条例の一部を改正する条例について
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予算審査特別委員会
委員長　肥後　充浩

令和６年度 宇検村

一般会計・特別会計・企業会計予算審査報告

≪一般会計予算について≫
　歳入 ・ 歳出総額は 4,006,070 千円で前年度に対し 663,583 千円増額で， 前年度対
比 19.9％の増額予算となっている。
　歳入の主な内訳は、 自主財源の村税は 129,171 千円で、 前年度対比 0.3％の減となっ
ており、 繰入金が 414,272 千円で、 前年度対比 28.3％減額予算となっている。 本年度
も昨年同様基金からの繰入れによっての予算編成であり、 新たな自主財源増の施策方針が
求められている。 さらなる財政健全化を行い、 適正な行財政運営を強く望む。
　歳出の主な内訳の性質別の割合は、 普通建設事業費は 89.5％増　維持補修費は
161.3％増　物件費は 17.5％増　補助費等は 48.1％増額計上されており、 今後も増加が
予想され、 歳出予算を圧迫している現状である。 今後とも公債費削減はもとより財政健全
化を念頭に、 自主財源の増加や、 公債費負担比率を改善する努力が必要である。

≪特別会計予算等について≫
　4 特別会計歳入歳出総額 708,870 千円、 前年度対比 24％の減額予算となっている。
国保事業は、 前年度対比 7.2％の減となっており、 国保施設事業は 59.9％減、 介護保険
事業は 2.1％増、 後期高齢者医療事業は 1.7％増となっている。 特別会計は、 依然として
一般会計からの繰入金で維持運営されている現状である。 今後も独立採算を原則に運営
を求める。
　簡易水道事業、 農業集落排水事業は令和６年度より公営企業会計の適用に移行され、
経営 ・資産等の状況の明確化により、 健全な経営運営を求める。。

≪主な意見 ・質疑≫
・農家台帳システム導入にあたり、 農家の実態把握を定期的に実施すべきではないか。
・ 農業委員の活動で、 農家に積極的に出向いて活動してほしい。
・ 鳥獣被害対策資材費補助金で一律１０万円の上限ではなく、 面積が広い農家に対し上限
を上げることを検討できないか。
・ カラス対策で捕獲小屋の設置場所は適正なのか。 農家全体で取り組むべきではないか。
・どんと祭りの運営補助金について、 どのような方向性なのか。 開催が決定したら、 早期に
広報をしてほしい。
・ 宇検船越線、 屋鈍曽津高崎線の早期発注を要望する。
・ 小規模住宅契約期間満了の際は、 現在入居している方の継続入居の希望があれば、 役
場が仲介して対応してほしい。
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・ タータン改修工事の際に、 排水の悪い箇所があるので同時に改修してほしい。
・ 本年度の予算額が大幅な増額となっているが、 今後の事業計画では、 給食センター、 集
落公民館改修、 役場庁舎建替えが計画されているので、 今後の財政シミュレーションを
提出し、 情報共有をしてほしい。
・ 診療所建設にあたり、 周辺施設も含めた全体図を示してほしい。

≪審査の結果≫
　令和 6年度一般会計予算は、 前年度対比 19.9％増額予算となっており、 保健、 医療、
福祉の充実に努め、 情報通信体制の促進、 農業の振興、 教育環境の充実、 交流人口の
促進を図る予算案であると考える。 しかし、 本年度も基金からの繰入れによる予算編成が
なされ、 旧態依然として自主財源が乏しく依存財源に頼っている状況である。 早急に、 財
政健全化の行政運営に取り組むべきである。 村民の福祉向上、 住民生活の安心安全に努
め、 時代の変化に伴い発生する様々な課題や問題に迅速に対応する柔軟性のある行財政
運営を職員一丸となって取り組むことを強く望む。

◆◆ 財 政 用 語 解 説財 政 用 語 解 説 ◆◆

【公債費】事業を行う時に借りたお金の返済金

【普通建設事業費】道路や学校などの建設費

【維持補修費】公共施設の維持・管理費

【物件費】旅費や消耗品費

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。

○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 第2回定例会は、 6月初旬を予定しております。○ 第2回定例会は、 6月初旬を予定しております。   

是非、 傍聴におこしください。是非、 傍聴におこしください。

▼予算審査の様子▼
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る
よ
う
関
係
課
が
連
携
し
て
行
う
。
商
品
券

通
年
使
用
の
効
果
と
し
て
は
、
よ
り
多
く
の

村
民
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
吉
永
）
県
道
曽
津
高
崎
線
平
田
工
区
の
完

成
予
定
は
。

（
村
長
）
整
備
延
長
１
，８
０
０
ｍ
の
う
ち
１
，

１
０
０
ｍ
の
整
備
が
完
了
。
令
和
６
年
度
に

平
田
橋
付
近
の
山
切
工
事
、
法
面
工
事
を
実

施
予
定
。
完
成
予
定
は
令
和
８
年
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

（
吉
永
）
村
道
宇
検
船
越
線
、
屋
鈍
曽
津
高

崎
線
の
今
後
の
予
定
は
。

（
村
長
）
宇
検
養
殖
場
よ
り
船
越
海
岸
ま
で

の
約
530
ｍ
が
完
成
し
て
い
る
現
状
。
そ
の
後

は
急
カ
ー
ブ
区
間
や
海
側
路
肩
の
崩
落
危
険

個
所
の
改
良
を
順
次
行
っ
て
い
く
。
現
在
通

行
止
め
の
区
間
は
調
査
中
の
結
果
が
確
定
し

た
段
階
で
、
復
旧
工
法
、
事
業
費
が
決
定
し

た
後
、
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。
村
道

屋
鈍
曽
津
高
崎
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
10
カ
年
を
計
画

し
て
い
る
。

　

（
そ
の
他
質
問
）

　
　

・
防
災
に
つ
い
て

利
用
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（
吉
永
）
栽
培
実
証
し
た
ソ
バ
の
結
果
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
台
風
時
期
を
回
避
し
、
秋
ま
き
栽

培
を
実
施
し
、
反
収
75
キ
ロ
を
余
る
良
好
な

結
果
。
土
地
利
用
再
生
型
の
品
目
と
し
て
他

集
落
で
も
検
討
を
行
い
た
い
。

（
吉
永
）
今
後
、
一
般
家
庭
に
も
広
げ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

（
産
振
課
長
）
土
壌
分
析
、
排
水
対
策
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
面
積
の
拡
大
も
進
め
て
い
き

た
い
。

（
吉
永
）
や
け
う
ち
ど
ん
と
券
に
つ
い
て
、

年
間
通
し
て
使
用
可
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

（
村
長
）
役
場
で
発
行
か
ら
換
金
ま
で
で
き

タ
ン
カ
ン
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
前
年
度
に
対
し

て
の
実
績
を
伺
う
。

（
村
長
）
タ
ン
カ
ン
に
関
し
て
奄
美
大
島
全

体
は
裏
年
傾
向
に
あ
る
が
、
宇
検
村
に
関
し

て
は
前
年
度
よ
り
出
荷
ト
ン
数
は
増
加
を
想

定
し
て
い
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
量
は
令
和

４
年
度
の
386
ｔ
に
対
し
、
令
和
５
年
度
は
概

算
で
350
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
農
家
の
規

模
拡
大
と
機
械
導
入
に
よ
る
農
家
の
負
担
軽

減
、
生
産
奨
励
金
等
の
助
成
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

（
吉
永
）
鳥
獣
被
害
の
状
況
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
に
宇
検
村
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
策
定
し
、
鳥
獣
対
策
資
材
購
入

補
助
金
に
よ
る
電
気
柵
、
ネ
ッ
ト
等
の
資
材

購
入
助
成
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る

被
害
報
告
個
所
で
の
防
除
及
び
駆
除
、
イ
ノ

シ
シ
に
つ
い
て
は
有
害
駆
除
の
実
施
、
カ
ラ

ス
捕
獲
器
の
稼
働
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

（
吉
永
）
鳥
獣
被
害
が
多
い
と
聞
い
て
い
る

が
課
と
し
て
は
。

（
産
振
課
長
）
狩
猟
期
間
の
、
自
治
体
の
出

動
を
２
月
に
２
回
、
３
月
に
２
回
駆
除
の
対

策
も
行
い
、
防
護
柵
の
整
備
も
村
の
補
助
を

（
吉
永
）
主
な
事
業
と
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
６
年
度
は
前
年
度
よ
り
６
億
６
千
万

余
り
増
額
。
地
方
交
付
税
を
対
前
年
比
１
億

円
増
、
地
方
債
を
５
億
５
千
万
増
額
。

（
吉
永
）
増
額
分
の
主
な
事
業
は
。

（
村
長
）
携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
事
業
、
湯

湾
干
拓
浚
渫
事
業
、
土
砂
処
分
場
の
設
計
委

託
費
、
港
湾
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、
陸
上
競

技
場
の
大
規
模
改
修
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

（
吉
永
）
令
和
４
年
度
の
決
算
時
で
起
債
残

高
が
一
般
で
約
38
億
。
起
債
残
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
４
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は

公
債
費
の
負
担
比
率
は
8.5
％
で
い
ま
の
と
こ

ろ
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
る
。

吉永　常明  議員

  

交
通
網
の
整
備

交
通
網
の
整
備

  
商

工

振

興

商

工

振

興

　

農　

業　

振　

興

　

農　

業　

振　

興

当
初
予
算

当
初
予
算
4040
億
台
の
主
な
財
源
は
。

億
台
の
主
な
財
源
は
。

／
地
方
交
付
税
・
地
方
債
で
編
成

／
地
方
交
付
税
・
地
方
債
で
編
成

▲ソバ春まき栽培 ( ２月中旬 )

▲ソバ春まき栽培 ( ４月 )
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（
肥
後
）
今
後
も
公
社
が
開
拓
し
た
土
地
で

植
え
付
け
、
管
理
ま
で
出
来
る
の
か
。

（
産
振
課
長
）
公
社
の
活
動
で
き
る
範
囲
を

見
な
が
ら
事
業
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
公
社
が
管
理
し
て
い
る
タ
ン
カ
ン

の
収
穫
が
始
ま
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
対
応
す
る
の
か
。

（
企
観
課
長
）
今
は
需
要
に
対
し
て
供
給
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
。
公
社
の
タ
ン
カ

ン
の
量
が
把
握
で
き
て
な
い
、
農
家
に
不
利

益
が
無
い
よ
う
に
す
る
。

（
肥
後
）
浜
の
活
性
化
と
は
。

（
村
長
）
漁
業
所
得
向
上
の
た
め
、
ケ
ン
ム

ン
の
館
直
売
所
へ
の
出
荷
拡
大
等
を
行
う
。

（
肥
後
）
湯
湾
大
棚
線
と
役
場
裏
の
道
路
が

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
が
い
つ
ま
で
か
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
よ
り
着
手
し
て
い
る

役
場
裏
は
令
和
６
年
度
も
通
行
止
め
で
工
事

を
す
る
予
定
で
す
。

（
肥
後
）
津
波
災
害
時
に
高
齢
者
や
湯
湾
の

方
々
は
歩
い
て
役
場
裏
の
方
へ
避
難
を
し

た
、
又
、
車
に
て
多
く
の
方
々
が
鯨
戸
の
方

へ
避
難
を
し
て
い
た
。
そ
の
避
難
場
所
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
が
、
代
わ
り
の
避
難

（
産
振
課
長
）
就
農
者
が
宇
検
村
の
土
地
を

利
用
し
た
い
と
希
望
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

（
肥
後
）
芦
検
地
区
・
阿
室
地
区
の
ソ
バ
の

実
証
実
験
は
い
つ
ま
で
か
。

(

村
長)

概
ね
２
年
を
予
定
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
ソ
バ
の
施
設
や
機
械
導
入
等
の
計

画
は
。

（
村
長
）
生
産
規
模
、
面
積
の
拡
大
を
見
な

が
ら
の
課
題
と
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
反
収
い
く
ら
か
示
さ
な
い
と
農
家

へ
普
及
で
き
な
い
の
で
は
。

（
産
振
課
長
）
今
年
の
実
証
結
果
と
し
て
、

今
検
討
し
て
い
る
所
。

（
肥
後
）
湯
湾
干
拓
の
浚
渫
事
業
の
計
画
は
。

（
産
振
課
長
）
湯
湾
干
拓
の
浚
渫
は
令
和
６

年
度
に
て
事
業
は
終
了
と
な
り
、
引
き
続
き

事
業
の
継
続
を
要
望
し
て
い
く
。

(

肥
後)

通
り
地
区
の
た
め
池
に
残
土
が
捨

て
ら
れ
て
お
り
、
地
権
者
も
心
配
し
て
い
る
。

何
か
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
対
応
が
出
来

る
体
制
を
取
っ
て
欲
し
い
。

（
肥
後
）
現
在
公
社
管
理
の
タ
ン
カ
ン
の
面

積
及
び
本
数
は
。

（
村
長
）
令
和
４
年
度
、
５
年
度
と
0.3
㏊
、

140
本
の
植
え
付
け
を
し
た
。

（
肥
後
）
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
担
い
手
の

対
策
と
し
て
就
職
・
就
業
説
明
会
と
あ
る
が
、

開
催
の
時
期
、
内
容
は
。

（
村
長
）
今
年
度
は
県
の
農
業
大
学
に
於
い

て
お
こ
な
っ
た
又
、
鹿
児
島
就
農
、
就
業
相

談
会
に
出
席
し
た
が
、
相
談
無
し
で
し
た
。

（
産
振
課
長
）
内
容
は
新
規
就
農
者
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
元
気
の
出
る
公
社
が
開

拓
し
た
農
地
を
公
社
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
在
籍
し
な
が
ら
就
農
す
る
人
材
、
村
職

員
と
し
て
、
営
農
指
導
員
と
し
て
の
募
集
を

行
っ
た
。

（
肥
後
）
役
場
職
員
や
協
力
隊
と
し
て
の
募

集
で
、
実
際
に
農
業
を
し
生
計
を
立
て
る
人

材
の
募
集
で
は
無
く
、
あ
く
ま
で
公
務
員
的

な
就
業
就
農
の
説
明
会
と
し
て
考
え
て
も
良

い
の
か
。

肥後　充浩  議員

場
所
や
避
難
経
路
は
役
場
は
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
車
の
方
は
、
赤
土
山
へ
避
難

す
る
よ
う
周
知
を
行
う
。

（
肥
後
）
徒
歩
の
方
の
避
難
場
所
も
知
ら
せ

て
下
さ
い
。
そ
れ
と
部
連
古
志
線
の
改
良
計

画
は
無
い
の
か
。

（
村
長
）
現
在
も
村
道
と
し
て
の
改
良
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
肥
後
）
避
難
や
観
光
道
路
と
し
て
も
必
要

で
あ
る
是
非
通
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

（
建
設
課
長
）
林
道
と
し
て
整
備
し
て
い
く

予
定
。

　
（
そ
の
他
質
問
）

　
　

・
観
光
に
つ
い
て

防

災

防

災

8 8

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

▲役場裏へ行く道路
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（
壽
山
）
取
扱
い
に
つ
い
て
、
発
行
か
ら
換
金

ま
で
役
場
の
方
で
一
括
で
行
う
の
か
。

（
産
振
課
長
）
今
年
度
よ
り
、
産
業
振
興
課
に

て
一
括
し
て
行
う
。

（
壽
山
）
村
民
の
方
々
や
、
事
業
者
に
対
す
る

周
知
が
重
要
で
あ
る
が
。

（
産
振
課
長
）
庁
舎
内
で
課
題
を
一
つ
一
つ
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、
村
民
ま
た
事
業
者
の
方
々

へ
の
周
知
を
強
化
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
村
内
店
舗
に
対
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
推
進
に
向
け
た
取
組
は
。

（
村
長
）
令
和
６
年
度
よ
り
、
ケ
ン
ム
ン
の

館
の
直
売
所
に
お
い
て
、
試
験
的
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
利
用

頻
度
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
効
果
な
ど

を
検
証
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
端
末
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
や
店
舗
環
境
、
機
能
性
等
を
加
味
し
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
仕
組
み
作
り
に
努
め
て
い

く
。

非
お
願
い
し
た
い
。（
要
望
）

（
壽
山
）
村
内
の
家
屋
や
、
特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

畑
に
お
い
て
、
ネ
ズ
ミ
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
が
、
対
策
は
。

（
産
振
課
長
）
現
在
、
特
に
対
策
は
講
じ
て
い

な
い
が
、
被
害
の
相
談
も
増
え
て
い
る
の
で
、

今
後
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
殺
鼠
剤
等
の
購
入
補
助
を
含
め
た
一

斉
駆
除
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。（
要
望
）

（
壽
山
）
高
齢
化
に
伴
い
、
村
内
の
商
店
等
の

経
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
化
に
あ
る
が
、
村

当
局
と
し
て
の
対
策
は
。

（
村
長
）
令
和
６
年
度
よ
り
、
年
間
を
通
し

て
商
品
券
が
利
用
で
き
る
取
組
を
実
施
し
て

い
く
。
こ
の
取
組
で
、
集
客
効
果
の
向
上
や
、

村
内
経
済
及
び
商
店
等
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。

（
壽
山
）
施
政
方
針
の
中
で
、
農
業
の
担
い

手
育
成
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
と
あ
る

が
、
現
在
の
取
組
状
況
は
。

（
村
長
）
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の
申

請
サ
ポ
ー
ト
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
苗
代
の
無
償
化

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
対
策
事
業
を
活
用
し

た
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

（
壽
山
）
村
内
の
兼
業
農
家
の
方
々
や
、将
来
、

農
業
を
新
規
で
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
、

若
い
世
代
の
方
々
に
対
す
る
担
い
手
育
成
の

対
策
は
。

（
村
長
）
そ
う
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
方
が
い

れ
ば
、是
非
、役
場
に
相
談
に
き
て
頂
き
た
い
。

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
壽
山
）
村
内
の
兼
業
農
家
の
方
々
や
、
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
若
い
世
代
の
方
々
へ

の
担
い
手
育
成
及
び
相
談
体
制
の
強
化
を
是 壽山　新太郎　議員

（
壽
山
）
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
走
行

ル
ー
ト
は
検
討
で
き
な
い
か
。

（
村
長
）
現
在
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を

実
施
し
て
お
り
、
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て

運
行
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
村
民
の
方
々

の
利
便
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
共
交
通
運
営

に
努
め
て
い
く
。

（
壽
山
）宇
検
村
福
祉
有
償
運
送
運
営
を
今
後
、

関
係
機
関
等
と
協
議
を
重
ね
進
め
て
い
く
考

え
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
高
齢
者
の
方
々
は

該
当
し
な
い
の
か
。

（
保
福
課
長
）
福
祉
有
償
運
送
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
よ
る
と
、
要
介
護
者
、
障
害
者
等
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
高
齢
者
は
該
当
し
な
い
と
考

え
て
い
る
。

（
壽
山
）
今
後
、
高
齢
者
移
動
支
援
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
村
当
局

と
し
て
、
様
々
な
事
を
検
討
し
て
頂
き
、
高

齢
者
移
動
支
援
策
の
強
化
を
是
非
お
願
い
し

た
い
。（
要
望
）

高
齢
者
移
動
支
援
策

高
齢
者
移
動
支
援
策

商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

認
定
農
業
者
の
確
保
は
。

認
定
農
業
者
の
確
保
は
。

／
確
保
に
向
け
取
組
を
今
後
検
討

／
確
保
に
向
け
取
組
を
今
後
検
討

▲ 芦 検 商 店

▲サトウキビ畑での作業様子
　　　（  芦 検 集 落  ）



うけん村議会だより No.172 10

し
た
り
し
て
貰
う
の
も
大
事
だ
と
思
う
が
。

（
産
振
課
長
）
今
年
度
も
多
く
の
農
家
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
組

合
を
通
し
て
色
々
な
補
助
を
投
入
し
た
り
農

協
の
委
託
選
果
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

な
ど
共
販
に
向
け
て
個
販
で
生
産
し
て
い
る

方
に
も
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
倉
本
）
現
在
、
阿
室
保
育
所
、
田
検
保
育

所
の
入
所
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
村
長
）
令
和
５
年
度
の
入
所
状
況
は
阿
室

へ
き
地
保
育
所
５
名
、
田
検
保
育
所
が
61
名

（
倉
本
）
農
業
者
が
苦
情
を
言
っ
て
設
置
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
管
理
者
を
農
業

者
が
す
る
と
カ
ラ
ス
が
減
っ
て
い
く
要
因
に

な
る
と
思
う
が
村
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

（
産
振
課
長
）
捕
獲
の
数
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
し
カ
ラ
ス
を
虐
待
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
管
理
は
村
が
委
託
し
た
方
に
任
せ
て
い

く
。
捕
獲
機
を
設
置
す
る
と
き
に
は
集
落
の

方
に
も
理
解
を
い
た
だ
い
て
取
り
組
み
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

（
倉
本
）
現
在
、
猟
友
会
の
会
員
は
高
齢
化

が
進
み
会
員
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
鳥
獣
被

害
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
な
ら
何
か
し
ら

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
有
害
駆
除
を
猟
期
に

も
実
施
で
き
な
い
か
。

（
産
振
課
長
）
資
格
取
得
に
関
す
る
村
と
し

て
の
取
組
み
と
か
有
害
駆
除
の
件
を
猟
友
会

と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
倉
本
）
宇
検
ブ
ラ
ン
ド
タ
ン
カ
ン
に
つ
い

て
実
績
は
。
ま
た
協
力
農
家
は
何
名
か
。

（
村
長
）
委
託
選
果
を
通
し
た
タ
ン
カ
ン
の

概
算
実
績
は
8.1
ｔ
。
協
力
農
家
は
現
在
Ｊ
Ａ

で
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
倉
本
）
今
後
も
協
力
農
家
を
増
や
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
少
な
い
本
数
の
農
家
に
共

同
組
合
や
生
産
組
合
を
作
り
ブ
ラ
ン
ド
に
出

（
倉
本
）
被
害
状
況
と
今
後
の
対
策
は

（
村
長
）
被
害
額
は
昨
年
に
比
べ
増
え
て
い

る
。
現
状
の
対
策
に
つ
い
て
は
電
気
柵
や

ネ
ッ
ト
等
の
資
材
の
購
入
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
実
施
隊
に
よ
る
防
除
、

駆
除
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
有
害
駆
除
の
実
施
、
カ
ラ
ス

捕
獲
機
の
稼
働
を
し
て
い
る
。
今
後
の
対
策

は
未
設
置
の
カ
ラ
ス
捕
獲
機
の
稼
働
と
サ
ト

ウ
キ
ビ
農
家
に
対
し
て
の
殺
鼠
剤
購
入
助
成

の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

（
倉
本
）
カ
ラ
ス
捕
獲
機
は
２
基
と
い
っ
た

が
場
所
の
選
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
管
理
者
は
何
名
な
の
か
。

（
産
振
課
長
）
農
業
委
員
を
通
し
て
候
補
地

を
選
定
し
て
い
る
。
管
理
者
は
宇
検
が
２
名

で
部
連
が
１
名
で
す
。

倉本　富夫  議員

通
所
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２
月
末
日
ま
で
の

申
し
込
み
は
阿
室
へ
き
地
保
育
所
が
３
名
、

田
検
保
育
所
は
41
名
の
申
し
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
倉
本
）
阿
室
保
育
所
は
も
し
１
名
に
な
っ

た
と
し
て
も
や
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
を
お

聞
き
し
ま
す
。

（
保
福
課
長
）
へ
き
地
保
育
所
の
問
題
は
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
必
ず
へ
き
地
保
育
所
は
職
員
２
名
体
制

で
行
っ
て
い
ま
す
。
３
名
に
対
し
て
２
名
、

今
後
も
し
１
名
に
な
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
を
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
と
し
っ

か
り
と
協
議
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
現
在
保
育
料
金
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
保
福
課
長
）
現
在
、
宇
検
村
は
保
育
料
無

償
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
歳
以
上
は
無
償
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
は
所
得
に
よ
る
料
金
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
今
後
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
保
育

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

（
村
長
）
全
国
で
も
色
々
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
庁
内
で
も
そ
の
話
の
検
討

等
を
し
て
い
る
途
中
で
す
。

　　
  

子
育
て
・
育
児

子
育
て
・
育
児

鳥
獣
被
害
対
策
は
。

鳥
獣
被
害
対
策
は
。

／
殺
鼠
剤
購
入
助
成
を
検
討

／
殺
鼠
剤
購
入
助
成
を
検
討

▲未設置のカラス捕獲機

▲部 連 集 落 村 道 に 設 置

　
されているカラス捕 獲 機
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助
金
交
付
要
綱
に
お
い
て
は
、
構
成
員
が
３

人
以
上
の
集
落
組
織
等
ま
た
は
、
販
売
を
目

的
と
し
て
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

で
経
営
耕
地
面
積
が
２
ａ
以
上
で
あ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

（
保
池
）
個
人
に
補
助
は
で
き
な
い
か
。

（
産
振
課
長
）
要
綱
を
定
め
た
当
初
は
、
経

営
規
模
に
よ
っ
て
補
助
率
を
分
け
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
が
要
望
を
受
け
小
規
模
な
個
人

へ
の
補
助
も
し
て
い
る
。
但
し
、
農
地
と
い

う
条
件
は
厳
し
く
し
て
い
る
。

（
保
池
）
防
護
柵
を
高
齢
者
の
方
が
設
置
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
公
社
の
人
員

で
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
産
振
課
長
）
水
土
里
サ
ー
ク
ル
の
活
動
で

集
落
全
体
の
農
地
を
守
る
と
い
う
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

（
保
池
）
蕎
麦
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
は
。

（
村
長
）
春
ま
き
、
秋
ま
き
２
作
で
の
現
地

適
応
を
明
ら
か
に
す
る
試
験
栽
培
を
実
施
し

て
い
る
。
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
す
べ
て
の

工
程
を
機
械
化
で
き
る
土
地
利
用
型
品
目
で

あ
る
こ
と
の
検
証
も
行
う
。
一
定
の
栽
培
面

（
保
池
）
活
か
そ
う
む
ら
の
宝
、
ビ
ジ
ネ
ス

応
援
事
業
と
は
。　

（
村
長
）
実
施
主
体
を
美
人
草
（
団
体
名
）

が
お
こ
な
い
鹿
児
島
県
農
政
部
農
業
の
稼
ぐ

力
を
引
き
出
す
主
要
施
策
の
一
環
と
し
て
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
雇
用
創
出
に
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
し
地
域
の
高
齢
者

が
農
業
活
動
を
通
し
て
生
産
さ
れ
た
作
物
を

加
工
販
売
す
る
事
業
。

（
保
池
）
広
く
募
集
し
活
動
を
広
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

（
保
福
課
長
）
現
在
農
業
面
積
が
約
１
反
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
面
積
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
仲
間
も
増
や
し
て

活
動
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
保
池
）
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
と

て
も
大
事
で
す
の
で
今
後
さ
ら
な
る
取
組
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
保
池
）
猪
防
護
柵
を
家
庭
菜
園
規
模
で
も

設
置
で
き
な
い
か
。

（
村
長
）
宇
検
村
鳥
獣
対
策
資
材
購
入
費
補

（
保
池
）
ハ
ウ
ス
の
購
入
対
象
農
家
を
伺
う
。

（
村
長
）
野
菜
等
の
栽
培
の
為
の
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
村
内
に
住
所
を

有
し
村
内
の
農
産
物
直
売
所
等
に
出
荷
す
る

農
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
保
池
）
組
合
等
作
っ
て
い
な
い
個
人
で
も

可
能
か
。

（
産
振
課
長
）
可
能
で
す
。

（
保
池
）
補
助
事
業
の
内
容
は
。

（
産
振
課
長
）
上
限
15
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

保池　穂好   議員

積
の
拡
大
収
穫
量
の
安
定
が
な
さ
れ
た
う
え

で
村
内
の
飲
食
提
供
で
き
る
店
舗
で
も
宇
検

そ
ば
と
し
て
様
々
な
レ
シ
ピ
で
村
内
外
で
食

す
る
環
境
が
整
え
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
保
池
）
組
合
の
事
業
内
容
は
。

（
村
長
）
労
働
者
派
遣
事
業
と
類
似
し
た
制

度
。
村
内
の
事
業
者
が
組
合
員
と
し
て
組
織

し
共
同
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
職
員
は
各
事
業
所
の
労
働
需
要
に
応
じ
て

派
遣
さ
れ
る
。
村
内
の
働
き
手
の
確
保
、
定

住
人
口
の
増
加
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
設
立
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
保
池
）
完
成
予
定
は
。

（
村
長
）
令
和
７
年
２
月
末
完
成
予
定
。

（
保
池
）
奄
美
市
側
の
不
感
地
域
は
。

（
村
長
）
奄
美
市
の
不
感
地
域
整
備
希
望
地

域
に
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
早
期
の
実
現
は

見
込
め
な
い
。

    

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

猪
防
護
柵
家
庭
菜
園
設
置
へ

猪
防
護
柵
家
庭
菜
園
設
置
へ

宇

検

村

蕎

麦

宇

検

村

蕎

麦

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

赤

土

山

携

帯

電

波

赤

土

山

携

帯

電

波

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

／
宇
検
村
（
シ
マ
）
ら
し
さ
全
開

／
宇
検
村
（
シ
マ
）
ら
し
さ
全
開

▲補助対象者のパイプハウス
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【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

保
池　

穂
好

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

杉
浦　

治
俊

委　
　

員　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

12
■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211

E-mail ／ gikaijimukyoku@uken.net

　2月 6日（火）大島本島南部町村（大和村・瀬戸内町・宇検村）議員大会が大和村防災センターにて開催され、各町村から

 下記の議題が提出され全会一致で決議されました。

 １．主要地方道湯湾新村線の早期完成について（宇検村）

 ２.主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について（大和村）

 ３.国道 58 号線（奄美市住用町役勝～網野子トンネル起点間、勝浦～阿木名間のトンネル化）の改良促進について（瀬戸内町）

 ４．「曽津高崎線」宇検村屋鈍から瀬戸内町西古見間の道路拡幅整備について

 　　（南部３町村共通）

第 42 回 南部町村議会議員大会・研修会第 42 回 南部町村議会議員大会・研修会 in 大和村in 大和村

【 

編
集
後
記 

】

　

令
和
元
年
11
月
か
ら
事
務
局
長
と
し
て
着
任

し
、
村
内
の
現
地
調
査
や
公
民
館
で
の
議
会
報

告
会
、
区
長
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
、
所
管
事

務
調
査
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
行
動
制
限
の
あ

る
中
、
数
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
保
健
福
祉
課
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
５
ヶ
月
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

学

人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

松井　学 保枝　力人

お 世 話 に な り ま し た

新局長

▲保岡衆議院議員による
　　　　国政報告

▲保池議員による提案理由の説明▲禧久県議による
　　県政報告

令和 6 年 3 月 14 日（ 木） に四級親水公園、 梅次郎桜への進入経路の状況について
調査に行きました。

▲  四 級 親 水 公 園  ▲

▲  梅 次 郎 桜  ▲

よ ろ し く お 願 い し ま す  

▲前 奄 美 市 立 博 物 館 館 長
　久 伸博氏による研修会の様子


